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，-、

戸園、

戸画、マ

ホ
タ
テ
ガ
イ
ラ
ー
パ
調
査
に
む
か
う

試
験
船
な
つ
ど
ま
り

戸画崎、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

附コーセイ印刷

f{4 
事

こ
の
た
び
、
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
の
所

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

思
え
ば
、
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
と
私
と

は
浅
か
ら
ぬ
因
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、

一

つ
に
は
水
産
婿
殖
セ
ン
タ
ー
の
建
設
時
の

昭
和
四
十

一
年

・
凶
十
一
年
に
建
設
を
直

接
担
当
し
、
道
路
を
造
り
、
提
供
を
受
け

た
田

・
則
・
山
林
・
原
野
を
整
理
し
今
日

見
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
を
作
り
あ
げ
ま
し

た
が
、

今
度
は
ま
た
こ
の
施
設
を
更
新
す

る
仕
事
を
担
当
す
る
乙
と
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー

開
所
以
来
今
日
ま
で
の
丁
度
中
間
の
昭
和

五
十

一
・
五
十

一
斗
に
は
、
陸
奥
湾
で
大

問
題
と
な
っ
た
ほ
た
て
が
い
の
異
常
へ
い

死
の
原
因
究
明
の
た
め
新
設
さ
れ
た
、
ほ

た
て
が
い
部
の
部
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー

の
建
設
l
ほ
た
て
が
い
の
異
常
へ

い
死
1

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
の
更
新
と
い
う
よ
う

に
、
約
十
年
ご
と
に
起
き
た
節
目
に
係
り

を
も
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

F冗
長

野

哲

雄
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関

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
前
身
で

あ
る
陣
奥
湾
氷
産
増
箔
研
究
所
か
ら
時
代

の
要
請
を
担

っ
て
脱
皮
す
る
た
め
、
大
湊

か
ら
現
在
の
茂
浦
に
段
新
鋭
施
設
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
建
設

当
初
は
日
本

一
あ
る
い
は
東
洋

一
と
し
て

も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
十
年
宇佐
経

た
今
U
は
旧
式

・
老
桁

・
狭
随
と
評
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
技
術
の
進
歩
や

時
の
流
れ
を
今
さ
ら
な
が
ら
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

ぎ
て
、
今
川口
で
は
新
し
い
漁
業
秩
序
の

定
着
他
に
伴
な
い
獲
る
漁
業
か
ら
つ
く
る

漁
業
へ
の
合
言
葉
の
も
と
に
、
沿
岸
漁
業

の
進
む
べ
き
泊
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
の
な
か
に
あ

っ
て
、

当
水
崎
地
殖
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
様
か
ら
の

要
望
は
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と
の
予
測

に
立
ち
、
更
新
に
あ
た
っ
て
は
将
来
を
見

越
し
た
施
設
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
元
年
度

武
田

収
平

部
長

四
月
の
人
事
異
動
で
漁
政
課
に
転
出
さ

れ
た
林
前
部
長
に
代
り
漁
業
振
興
課
か
ら

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
今
井
技
師
は
当
セ
ン
タ
ー

海
車
部
へ
配
置
換
え
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
高
度
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
ホ

タ
テ
ガ
イ
産
業
を
維
持
し
、
安
定
出
し
て

い
く
う
え
で
、
基
礎
的
要
因
で
あ
る
海
況

・

漁
場
環
境
に
闘
す
る
状
況
担
握
が
肝
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
迅
速

・
適
確
に
提

供
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
況
・
漁
場
環
境
部
門

O
陸
奥
湾
海
況
自
動
観
測

O
陸
奥
湾
海
出
補
完
調
査

茂
油
定
四
日

・
湾
口
部

・
底
層

D
O観
測

。
浅
海
定
腕
調
査

(
三
津
谷
主
任
研
究
員
ほ
か
)

青森県水産増殖センターだより第48号

事
業
計
画
と
分
担

O
陸
奥
湾
海
況
予
報
技
術
研
究

O
海
虚
生
物
以
射
能
影
響
評
価
調
査

(
武
田
部
長
ほ
か
)

海
況
自
動
観
測
装
置
(
ブ
イ
シ
ス
テ
ム
)

の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
水
温

・
指
分
等

の
海
況
デ
l
タ
と
調
荷
船
な
つ
ど
ま
り

(
浜
田
勝
雄
船
長
)
に
よ
る
海
洋
観
測
資

制
を
整
理

・
解
析
し
、
陸
奥
湾
の
海
洋
精

造
及
び
漁
場
環
境
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
が
利
用
し
や
す
い
情
報
と
し
て
提

供
し
ま
す
。

ま
た
、
海
況
予
報
に
つ
い
て
も
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
鳩
養
錨
管
理
に
役
立
つ
情
報
の

提
供
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

貝

毒

部

門

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
安
定
出
荷
及
び
生
鮮
消

費
の
鉱
大
を
図
る
乙
と
を
目
標
と
し
て
、

左
記
の
調
盆
研
究
を
継
続
し
て
実
砲
し
て

い
き
ま
す
。

O
赤
潮
特
殊
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
事
業

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
毒
刀
モ
ニ

タ
ー
、
環
境

調
査
及
び
毒
他
予
測
(
山
中
技
師
ほ
か
)

O
貝
毒
安
全
対
策
事
業

ホ
タ
テ
ガ
イ
高
化
の
版
図
機
構
の
解
明

及
び
存
伯
予
知
手
法
の
確
立

...-._ 

戸由、

(
中
村
技
師
ほ
か
)

O
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術
開
発
研
究

選
伯
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
無
毒
化

・
低
毒
化

す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

(
中
谷
研
究
管
理
員
ほ
か
)

部
長

青
山

禎
夫

人
事
異
動
で
陣
界
が
変
り
ま
し
た
。

榊
技
師
が
む
つ
地
方
水
産
業
改
良
普
及

所
へ
転
出
し
て
、
水
庵
課
か
ら
山
内
技
師

が
転
入
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

青
森
県
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
産
は

躍
進
を
続
け
て
お
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

に
は
過
去
最
大
の
生
産
数
岱
で
あ
っ
た

前
年
を
さ
ら
に
上
ま
わ
り
、
史
上
最
高
を

吏
新
し
ま
し
た。

乙
の
乙
と
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
が

一

段
と
発
展
を
遂
げ
た
も
の
と
の
見
β
が
出

.~ 

来
ま
す
。

勿
論
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

乙
の
中
で
も
特
に
気
懸
り
な
の
は
、
昨

秋
お
こ
な
っ
た
陣
奥
湾
内
の
養
網
実
態
調

資
和
国
市
を
み
ま
す
と
、
異
常
貝
出
現
率
が

若
し
く
上
昇
し
て
い
る
乙
と
で
す
。
稚
貝

を
例
に
と
り
ま
す
と
、
会
湾
平
均
の
異
常

貝
出
現
率
が
二

0
・
六
%
(
前
年
は
六

・

二

%
、
前
々
年
は
二
・
六

%
)
も
あ
り
ま

し
た
。陸
奥
湾
の
漁
業
に
と

っ
て
は
大
黒
柱

と
な
っ
て
い
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
を
、

今
後
と
も
安
定
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

外
海
域
に
お
い
て
は
、
事
業
佑
が
定
着

し
た
海
域
か
ら
、
未
だ
試
験
段
階
に
留
ま
っ

て
い
る
海
域
ま
で
あ
り
ま
す
。
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
生
態
か
ら
み
て
事
業
伯
が
可
能
で
あ

り
、
か
っ
、
他
種
漁
業
と
の
関
連
を
湾
慮

し
で
も
な
お
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
や
ろ
う
と

判
断
す
る
海
戚
に
つ
い
て
は
、
地
元
と

一
緒
に
な

っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
度
は
次
の
よ
う
な
試
験
研
究
を
推

進
す
る
予
定
で
す
。

O
陸

奥
湾

の
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
対
す
る

環
境
収
容
力
を
評
価
し
、
生
産
力

の
年
変
動
を

モ
ニ
タ
ー
す
る
研
究

(
小
企
研
究
管
盟
国
他
)

~、、

O
実

証

養
殖
に
よ
る
適

正
管
理
、

技
術
改
良
お
よ
び
付
着
、
競
合
生

物
の
防
除
に
関
す
る
試
験
、
養

殖

実
態
調
査

(
山
内
技
師
他
)

O
外

海
域

に
お
け
る
中

間
育
成

試

験
、

陸
奥
湾
の
地
ま
き
実
態
調

査
、
養
殖
経
営
分
析
研
究

(
兜
余
技
師
他
)

O
天
然
採
苗
予
報
、
健
苗
育

成
研
究

お
よ
び
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
的
活

力
の
判
定
に
関
す
る
研
究

(佐
藤
技
師
他
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
探
苗
速
報
(
情
報
)
は
、

昭
和
四
十
二
作
に
初
め
て
発
行
し
、
初
期

の
頃
は
年
数
回
で
し
た
が
近
年
は
年
十
二

回
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
年
の
第
十
号
(
六
月

一
日
の
予
定
)
で

通
算
二
百
号
と
な
る
予
定
で
す
。

当
U
は

「
ホ
タ
テ
ガ
イ
採
箇
速
報
二
百

号
発
行
を
記
念
す
る
会
」
を
お
こ
な
い

ま
す
。
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横
山

勝
幸

部
長

人
事
異
動
で
柳
谷
技
師
が
古
巣
の
水
産

物
加
工
研
究
所
へ
転
出
に
な
り
、
代
り
に

鯵
ケ
沢
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
か
ら
川

村
俊

一
技
師
が
転
入
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
計
画
と
分
担
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発

事
業
(
ホ

ッ
キ
ガ
イ
)

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
栽
培
漁
業
伯
を
促
進

す
る
た
め
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
、
種

苗
放
流
に
よ
る
資
源
添
加
技
術
等
の
開

発
を
図
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
五
ヶ
年

計
画
で
始
ま
り
、
二
年
目
に
入
り
ま
し

た。

3 需主同CC;同CC;司〈言回d主同d三回需主同需主回QC>;J0;;吉岡CC;回d主回需主同

(
須
川
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

二
、
重
要
貝
類
増
殖
試
験

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
等
の
本
県
重
要
貝
類

の
増
殖
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
が
、

本
年
度
は
サ
ザ
エ
の
地
殖
試
験
を
中
心
に

進
め
ま
す
。

(
川
村
俊
一
技
師
ほ
か
)

戸-t

..-... 

三
、
ナ
マ
コ
増
殖
試
験

人
工
採
苗
及
び
天
然
採
苗
試
験
を
行
う

と
共
に
、
ナ
マ
コ
資
源
を
増
や
す
た
め
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

(
蝦
名
技
師
ほ
か
)

四
、
ア
ク
ア
ト
口
ン
施
設
運
営

海
水
の
給
配
水
や
、
温
海
水
、
冷
海
水

を
作
る
ア
ク
ア
ト
ロ
ン

(
海
水
温
度
制
御
)

施
設
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
海
水
を
使
う
各
種

試
験
研
究
を
、
裏
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。

(
荒
田
主
査

・
鹿
内
技
能
技
師
ほ
か
)

五
、
館

料

培

養

ホ
ッ
キ
ガ
イ
や
ナ
マ
コ
の
人
工
採
苗
に

必
要
な
餌
(
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
)
の
培

養
を
行
い
ま
す
。

(
蝦
名
技
師

・
川
村
要
技
能
技
師
ほ
か
)

六
、
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
管
理
事

業
調
査

む
つ
市
、
芦
崎
湾
の
ア
カ
ガ
イ
保
護
水

面
申
伊
使
っ
て
、
母
貝
資
源
造
成
の
た
め
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

(
川
村
俊
一
技
間
ほ
か
)リ

-， 

部

長

小
田
切
譲

所
内
の
配
置
替
え
で
、
植
村
主
任
研
究

員
が
魚
類
部
へ
転
出
し
、
今
井
技
師
が
漁

場
部
か
ら
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
聞
の
体
に
対
す
る
植
物
繊
維
の
持
つ

役
割
が
見
直
さ
れ
、
健
康
食
品
と
し
て
海

換
を
見
る
見
方
の
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後

一
層
需
要
の
高
ま
り
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
級
魚
介
類
の
ク

ニ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
餌
料
と
し
て
、

海
藻
類
の
増
殖
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
万
、
寿
司
種
と

し
て
需
要
の
高
い
ケ
ニ
の
増
産
に
も
期
待
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
、
努
力
し
た
い
と
一
思
っ
て
い
ま
す
。

タ
正
坊
主
な
事
業
震
に
界
し
ま
す
。

一
、
ウ
二
栽
培
漁
業
化
試
験

ワ
こ
に
よ
る
コ
ン
ブ
の
食
害
を
防
ぐ
と

共
に
、
ワ
ニ
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た

め
の
移
殖
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
。

(
木
村
総
指
主
任
研
究
員
)

(

今

井

技

師

)

戸画、、
二
、
優
良
海
藻
作
出
研
究

県
内
に
分
布
す
る
コ
ン
ブ
目
藻
類
を
対

象
に
、
生
長
の
早
い
、
品
質
の
良
い
、
温

度
耐
性
に
優
れ
た
品
種
を
選
出
訳
育
種
、
交

配
等
に
よ
っ
て
作
り
出
し
、
こ
れ
ら
を
大

量
に
培
養
す
る
バ
イ
テ
ク
佼
術
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

(
小
田
切
部
長
ほ
か
)

三
、
エ
ゴ
ノ
リ
増
養
殖
試
験

天
然
の
母
藻
よ
り
人
工
採
苗
し
、
神
出
し

種
苗
の
養
成
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

(
桐
原
技
師
ほ
か
)

四
、
モ
ズ
ク
増
養
殖
試
験

イ
シ
モ
ズ
ク
の
天
然
採
苗
の
時
期
や
付
着

基
質
の
遭
い
に
よ
る
生
長
、
収
量
を
調
べ
適

正
な
増
益
殖
手
法
の
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

(
木
村
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

五
、
放
流
漁
場
高
度
利
用
技
術

開

発
事
業

ア
ワ
ビ
の
放
流
手
法
、
育
成
管
理
技
術

に
つ
い
て
改
善
を
図
る
と
共
に
、
漁
獲
方

法
を
検
討
し
、
効
率
的
な
ア
ワ
ビ
栽
培
漁

業
の
定
着
を
推
進
し
ま
す
。
(
桐
原
技
師
ほ
か
)

六
、
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業

調
査

マ
コ
ン
ブ
の
増
殖
場
造
成
適
地
の
選
定
、

造
成
場
の
構
造
及
び
造
成
後
の
管
理
手
法

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

(小
田
切
部
長
ほ
か
)

部
長

、、，，
，a

j

l

 

'

j

 
弘
毅

定
期
人
事
異
動
で
部
の
メ
ン
バ
ー
が
変

り
ま
し
た
。
漁
業
振
興
課
へ
転
出
し
た
高

僑
前
部
長
に
代
り
、
着
任
(
前
任
地
水
産

課
)
し
ま
し
た
。
ま
た
栽
出
国
漁
業
公
社
へ

派
遣
さ
れ
た
中
国
技
師
に
代
り
、
内
水
雨

水
産
試
験
場
か
ら
中
山
技
師
が
転
入
し
、

さ
ら
に
新
た
に
海
車
部
か
ら
植
村
主
任
研

究
員
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
陣
容

が
よ
り

一
層
強
伯
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
魚
類
部
で
は
魚
類

・
甲
穀
類
の

栽
培
漁
業
伯
、
あ
る
い
は
増
殖
を
図
る
た

め
の
試
験
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

の
主
な
事
業
宇佐
次
に
紹
介
し
ま
す
。

一
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
生
産
と
中
間
育

成
試
験

平
成
元
年
か
ら
(
社
)
青
森
県
栽
培
漁

業
振
興
協
会
で
事
業
伯
が
予
定
さ
れ
て
い

る
ヒ
ラ
メ
種
苗
牛
産
、
中
間
育
成
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
り
、
省
hμ

佑
の
た
め
の
技
術
改
普

等
の
実
施
及
び
各
納
協
等
で
笑
胞
す
る
中

間
育
成
の
指
噂
等
を
行
い
ま
す
。

(巾
州
技
師
ほ
か
)
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二
、
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産
試
験

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

で
、
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産
技
術
の
改
善
に

主
眼
を
お
き
、
本
県
に
合
っ
た
糧
箇
生
産

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
ま
す
。

(
中
田
主
任
研
究
員
ほ
か
)

三
、
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

マ
ダ
ラ
親
魚
と
湾
内
の
仔
稚
魚
の
生
態

を
明
ら
か
に
し
、
資
源
管
理
方
法
を
検
討

す
る
ほ
か
、
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
よ

り
、
増
殖
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

(
塩
垣
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

四
、
低
温
性
餌
料
開
発
試
験

冬
期
発
生
重
要
魚
種
(
マ
ダ
ラ

・
マ
コ

ガ
レ
イ
等
)
の
種
苗
生
産
に
必
要
な
初
期

餌
糾
生
物
の
探
索
と
培
養
手
法
の
開
発
を

行
い
ま
す
。(
塩
垣
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

五
、
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
増
殖
試
験

陸
奥
湾
で
花
見
の
時
期
に
沢
山
獲
れ
る

カ
ニ
で
、
浮
遊
幼
生
調
査
、
天
然
採
苗
試

験
、
飼
育
試
験
、
漁
獲
実
態
調
査
等
か
ら

資
源
管
理
、
増
殖
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

(
中
国
主
任
研
究
員
ほ
か
)

六
、
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
ニ
増
殖
試
験

新
規
事
業
で
す
の
で
、
次
の
欄
で
詳
し

く
紹
介
し
ま
す
。

(
植
村
主
任
研
究
員
ほ
か
)

青森県水産増殖センターだより第48号
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ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
一

一
増
殖
試
験

総
括
研
究
管
理

員

(
魚
類
部
長
)

J 11 

弘

、、j
 
'' 

本
種
は
、
北
海
道
西
南
部
以
南
の
沿
岸

に
生
息
す
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ
制
の

一
種
で
、

本
県
で
は
主
に
、
太
平
洋
沿
岸
の
泊
か
ら

南
浜
に
か
け
て
の
砂
浜
域
で
多
く
漁
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。

昧
は
独
特
の
風
味
で
、
古
く
か
ら
南
部

地
方
の
人
々
に
ヒ
一
フ
ガ
ニ
等
と
称
せ
ら
れ

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

本
県
太
平
洋
側
の
漁
獲
量
は
、
昭
和
五

十
六
年
の
四
十
ト
ン
台
か
ら
、
昭
和
六
十

二
年
の
二
十
ト
ン
台
へ
と
近
年
減
少
傾
向

に
あ
る
乙
と
か
ら
、
関
係
者
か
ら
そ
の
資

源
管
理
の
方
策
十
伊
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
二
カ
年
で
、

漁
業
実
態
調
査
、
生
態
調
査
等
を
実
施
し
、

資
源
管
理
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

毅

O
今
ま
で
に
分
か
っ
た
こ
と

主
な
漁
期
は
六
月

t
十
月
で
産
卵
期
を

中
心
に
浅
所
へ
寄
る
と
こ
ろ
を
漁
獲
さ
れ

て
い
る
。

漁
獲
さ
れ
る
大
き
さ
は
、
二一
十

t
百
六

十
グ
ラ
ム
で
、
八
月

t
十
月
に
小
型
群
が

出
現
し
て
い
る
。
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戸画、

抱
卵
ガ
ニ
は
八
月
下
旬
に

一
番
多
く
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
産
卵
期
は
八
月

t
九

月
頃
と
思
わ
れ
る
。
等
が
今
ま
で
の
事
前

調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。

O
今
年
の
調
査
計
画

間
取
り
に
よ
る
漁
業
実
態
調
査
(
稚
仔

の
生
息
場
所
、
時
期
、
そ
の
他
の
生
態
)

漁
獲
実
態
調
査
(
漁
具
比
較
調
査
、
漁
獲

物
の
甲
長
組
成
、
抱
卵
ガ
ニ
調
査
等
)
、

飼
育
試
験
等
を
通
じ
て
資
源
管
理
方
策
を

検
討
し
ま
す
。

10 

y 

62 

刺網による力ニ類の漁獲量
(太平洋岸の 6市町村) (県統計)

61 60 59 58 57 
。
昭.5治



-、、

--、、

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

青森県水産増殖センターだより第48号

二
十

一
世
紀
に
む
け
て

『
つ
く
り

育
て
る
漁
業
』
を
推
進
す
る
た
め
の

試
験
研
究

・
指
導

・
研
修
機
関
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
水
産
地
殖
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四
十
三
年
に

ホ
タ
テ
ガ
イ
等
を
主
と
し
て
、
貝
類

の
種
苗
生
産
を
目
的
に
し
て
設
ケ比
さ

れ
て
以
米
二
十
一

年
を
経
過
し
ま
し

た。

5 需主回<$同《主同《三回d三回~CJC油需言回dÇ回公予司d主回匂言同dÇ同

こ
の
間
に
陸
奥
崎
怖
を
対
象
に
し
た

増
殖
研
究
か
ら
、
県
下
全
沿
岸
域
を

所
轄
担
当
と
な
り
、
ま
た
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
と
も
な
い
研
究
需
要
も

多
様
他

・
高
度
他
へ
と
伸
展
し
、

研
究
組
織
は
四
度
に
わ
た
る
内
部
機

構
の
笈
遷
を
経
て
、
当
初
の
二
課
か

ら
五
部
に
増
加
し
た
の
が
昭
和
利
十

一
年
で
あ
り
、
現
在
に
辛
っ
て
い
ま

す。
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

改
造
や
継
ぎ
足
し
で
凌
い
で
き
て
お

り
、
現
在
で
は
す
べ
て
の
隔
で
備
限

状
顕
で
あ
り
、
心
臓
部
の
給
排
水
関

連
、
種
苗
生
産
技
術
開
発
研
究
、
冬

期
の
(
量
産
)
餌
斜
埼
養
、
漁
場
環

境
保
全
調
査
研
究
、
育
種
等
品
種
改

良
技
術
開
発
、
海
産
生
物
病
害
対

策
、
指
導

・
研
修
等
の
各
施
設
の
立

ち
遅
れ
が
障
害
に
な
っ
て
お
り
、
近

年
の
研
究
需
要
の
多
糠
他
お
よ
び
高

度
佑
技
術
開
発
研
究
に
対
応
す
る
と

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す。

具
依
的
な
整
備
計
幽
の
中
味
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
地
を
拡
張
し
、
将
来
の
水

産
技
術
の
変
伯
を
見
越
し
た
多
目
的

に
利
用
で
き
る
施
設
を
考
慮
し
て
、

合
理
的
な
立
派
な
施
設
に
し
た
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

竣
て
は
A
r
の
と
こ
ろ
、
平
成
凶
年

度
末
の
予
定

(
計
幽
案
)
に
な
っ

て

い
ま
す
。

な
お
、
工
事
中
は
、
業
務
の
停
滞

を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
の
で
、
念
の
た
め
閉
し
添
え
ま

す

。

(

次

長

川

村

満

)

~ 
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ブ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
の
修
繕
工
事
に
つ
い
て

お
知
S
せ
と
お
願
い
ー
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プ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
新
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し

て
か
ら
卓
く
も
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

乙
の
シ
ス
テ
ム
は、

今
後
さ
ら
に
五
年
間

運
用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
、
乙
の
先
も
機
開
仙
の
故
障
な
ど
を

未
然
に
防
止
し
、
ひ
き
つ
づ
き
良
好
な
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
修
繕
工
事
務
-
行
う

予
定
で
す
。

川内。

/??ブイ

野辺地

::ンター

。青森

f軍医0

こ
の
工
事
は
、
海
上
の
テ
レ
メ
ー
タ
プ

イ
(
半
館
、
青
森
、
東
湾
の
大
型
ブ
イ
)

の
陸
崩
げ
修
繕
と
、
陸
上
の
中
継
局
、
基

地
局
の
無
線
機
な
ど
の
修
繕
が
主
体
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
ブ
イ
の
設
置
海
域
で
繰

り
返
し
海
上
作
業
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
か

な
り
長
期
に
わ
た
り
欠
測
せ
ざ
る
を
得
な

い
見
込
み
で
す
。

そ
こ
で
、
関
係
者
の
方
々
に
、
次
の
よ

う
な
お
知
ら
せ
と
お
願
い
を
す
る
次
第
で

す。
水
温
情
報
等
の
一
時
的
な
発

行
休
止
な
ど
に
つ
い
て

修繕工事の概略位置

テ
レ
メ
ー
タ
ブ
イ
の
修
繕
は
、
有
月
下

旬
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
の
期
間
内
に
、
東

湾
ブ
イ
、
青
森
ブ
イ
、

平
舘
ブ
イ
の
順
に

一
碁
ず
つ
胤
工
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
問
、

各
ブ
イ
と
も
一
カ
月
な
い
し
は

一
カ
月
半

位
に
わ
た
り
陸
揚
げ
さ
れ
る
た
め
、
欠
測

し
ま
す
。
ま
た
、
中
継
局
と
基
地
局
の
修
繕
は
、

六
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
乙
の
と

き
に
は
、
数
日
閣
に
わ
た
り
全
面
的
に
欠

測
し
ま
す
。

従
っ
て
、
ブ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
の
観
測
結
果

を
も
と
に
出
し
て
い
る
種
々
の
海
況
情
報
が

一
時
休
止
さ
れ
た
り、

あ
る
い
は
内
容
が

一

部
笈
更
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
ご
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

図1
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作
業
海
域
の
漁
業
施
設
の
処

置
な
と
に
つ
い
て

テ
レ
メ
ー
タ
ブ
イ
修
繕
の
際
に
は
、
そ

の
設
置
海
践
に
お
い
て
大
型
の
ク
レ
ー
ン

船
や
潜
水
作
業
船
が
航
行
し
、
あ
る
い
は

現
場
に
停
泊
し
て
作
業
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
工
事
を
安
全
に
か
つ
早
く
胞
工
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
作
業
一
般
践

と
し
て
ブ
イ
の
周
囲
、
半
以
刊
行

o
u
m内

外
の
範
囲
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
作
業
海
域
内
に
漁
業
施
設
等

青森県水産増殖センターだより第48号

ー

が
あ
る
川
制
作
に
は
、
一
時
的
に
、
全
て

移
動
し
て
も
ら
わ
ざ
る
を
旬
な
い
日
見
込
み

で
す
。各
ブ
イ
の
工
事
期
間
等
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

M
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
フ
イ
陸
湯
げ
中
は
、
も
と
の
位

自
に
仮
の
小
型
浮
抽
出
灯
を
ぷ
出
し
て
お
き

ま
す
。
船
舶
航
行
等
心
際
に
は
、
十
分
、

ご
注
忌
旧
制
い
ま
す
。

(
漁
場
部
三
津
谷
主
任
研
究
員
)
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